
今号の発⾏⽇直前の⾦曜⽇、ついに、⼤雪を警戒して登学禁⽌となってしまいました。そんな年の
瀬の今号は河合先⽣のエッセイ（在外研究だより）、公認サークル E7、⼤友ゼミ（知的財産法ゼミ）
それぞれの活動報告です。みなさま、よいお年をお迎えください。

◆◆教員エッセイ◆◆ 第 74 回 河合晃一先生（行政学） 

10 ⽉から短期ではありますが、アメリカのカリフォルニア⼤学バークレー校で在外研究をし
ています。そこで先⽇、⾏政学の研究の⼀環としてカリフォルニア州政府やサンフランシスコ
市等の職員採⽤説明会に参加する機会を得ました。

⽇本とアメリカの採⽤⽅法には、官⺠を問わず根本的な違いがいくつかあります。例えば、
アメリカではポストに⽋員が⽣じるごとに、そのポストに対して⼈材を募集する「ジョブ型」
の採⽤⽅法をとっていると⾔われています。対して⽇本の場合は、新卒⼀括採⽤した後に⼈材
を各ポストに配置していく「メンバーシップ型」が中⼼です。このような教科書的知識は私も
持っていたものの、実際どのように「ジョブ型」の採⽤がなされているのか、これまで具体的
なイメージをつかむことができませんでした。そこで、説明会に参加してみたわけです。

紙幅がないので結論を簡単にまとめますと、「ジョブ型」採⽤は、公務の Web 求⼈システム
を介してシステマチックに⾏われています。例えば、カリフォルニア州政府で公募されている
ポストは、CalCareers というサイトにポスト別に掲載されており、各ポストに求められる能⼒
として、資格や⼤学での科⽬履修状況なども⽰されています。

ややマニアックな話になってしまったか
もしれませんが、海外の制度やその運⽤を理
解することは⾃国の制度のあり⽅を考える
上でも⾮常に有意義です（⽇本の制度が海外
のものより劣っているという意味ではあり
ません）。CalCareers は誰でも閲覧できます
ので、ご関⼼のある⽅は是⾮アメリカの採⽤
⽅法に触れてみてください。 

法学類公認サークルである⾦沢市選挙サポーターE7 は、⾦沢市選挙管理委員会
と協⼒して、選挙啓発活動や模擬投票の出前講座などを⾏っている団体です。

12 ⽉ 9 ⽇に、NPO 法⼈ドットジェイピーと E7 との共催で、⽯川県でおそら
く初となる学⽣と議員との交流会 「議員交流フェスティバル」を開催いたしました。議員は⾦
沢市議会議員、⽯川県議会議員あわせて 4 名、学⽣は約 20 名が参加してくださいました。 
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「議員交流フェスティバル」を開催しました

CalCareers （https://www.calcareers.ca.gov/） 



 

●法学類の学生、卒業生、教員に関係するイベント等の情報を、ぜひお寄せください。 

●関係者の皆様のご寄稿を歓迎します。採用された方には、法学類グッズを進呈します。 

●本誌のバックナンバーは、金沢大学法学類 Web サイトに掲載していますのでご覧く

ださい。 (https://law.w3.kanazawa-u.ac.jp//category/brochure/geppo) 

また、メールでの定期配信（無料）をご希望の方は、金沢大学人間社会系事務部 

学生課 (n-kyomu@adm.kanazawa-u.ac.jp)までお申し込みください。 

●お読みになってのご意見ご感想は、上記メールアドレスまでお寄せください。 

当⽇は、初めての企画ということもあり、相互理解を深めることを⽬的と
し、討論や議論ではなくフランクな対話が進むよう、学⽣も議員も参加者は
ニックネームで呼び合いながらジェスチャーゲームやグループワークなど
を⾏ってもらいました。 

今回は特定の政策について話し合うことはありませんでしたが、質疑応答
では政策についての議論も盛り上がったので、次は学⽣と議員との政策討論
会を開いてみることも検討中です。 

今後も政治や選挙がみなさんにとってより⾝近に感じるような企画や啓
発活動を⾏いますので、これからも E7 をよろしくお願いします。最後にこ
の場を借りて、参加してくださった議員の皆様、広報やサポートをしてくださった⾦沢市選挙管
理委員会の皆様、取材してくださった北國新聞様、そして参加してくださった学⽣の皆様に改め
て感謝申し上げます。                        E7 代表 F. R. 

 
 
 
 私たち⼤友ゼミ（知的財産法ゼミ）は、JA ⼩松と株式会社あたらよとコラボ

し、⾹りがよく⽢みも強いアロマレッドという品種の⼈参を使ったドレッシングを
開発しました。 

様々な⽅のご協⼒をいただきながら JA あぐりと⼩松市の JA まつりとでそのドレッシングの
販促活動を⾏い、私たちには「モノを売る」という、よい経験になりました。 

その後、⼩松の農家さんと出荷場で、規格外野菜が出てしまうことを知ったので、規格外野
菜を使った商品もよいなと考えています。 

販促活動の時に、お客様がアレルギー⾷品や添加物の有無をラベルで判断しているのを⾒な
がら、私は「表⽰」について考えていました。今回の活動は知的財産法という分野の中でも標
識法が関わるもので、なぜ表⽰が重要なのかを考えるという⽬的もありました。消費者の不安
を取り除くことも表⽰が重要である理由でしょう。ドレッシン
グのラベルで添加物やアレルギー⾷品が⼊っていないのを確
認しているお客さんが⼀定数いるのを⾒て、表⽰は消費者に
とって⼤事なのだと実感します。商品のラベルが審査を必要と
するのにも納得できます。ドレッシングを美味しいと買ってく
れるお客様の笑顔に『表⽰』が関わっていると思うと感慨深く、
法律は座学だけではないとわかった経験でした。  

法学類 3 年 知的財産法ゼミ⻑ S. K. 
 

「コラボを通じての学び」 

アロマレッドは⾊も綺麗です 


